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要旨









　The Politeness Theory of Brown & Levinson is labeled as a universal theory to examine the issue of 
politeness in languages from pragmatic perspective. Whether it is applicable to Japanese, a language with 
honorific system, however, is challenged and heatedly discussed. Based on findings of previous research, 
the present paper lists the views of both sides and analyzes the essence of honorific, the starting point and 
pragmatic effect of itsʼ use. It confirms the applicability of the Politeness Theory on Japanese and 
elaborates itsʼ deficiencies and then advances factors to consider in order to make the theory perfect. 









































る、協調しあう公的なイメージであるとされる。face の概念を提唱したのは Goffman で
あるが、彼は、人と人が対人を通して行うやり取りの中の、「肯定的な自己像」を face
と呼ぶ。B&L（1987）は、この Goffman の face の捉え方に影響を受けながら、face と
いう概念を鍵概念として、独自のポライトネス概念を構築したのである。B&L の理論
では人は全て「フェイス（face）」をもち、すなわち「ポジティブ · フェイス」と「ネガ








































B&L は、欲求を「ポジティブ · フェイス」と「ネガティブ · フェイス」に分け、フェ
イスを脅かすような行為を、FTA と呼ぶ。ほとんどの言語的な行為には、多かれ少な
かれ FTA が存在していると考え、FTA 危険度の見積概算公式を次のように表した。Wx




決まってくるとしている。この 3 つの値を足した Wx 値が、その場面の性質を勘案した
上でのその行為のフェイスを脅かす度合いを示すものである。そこで、この公式で算定
された Wx 値が大きいほど程度の高い「ポライト」な言語行動、すなわち、「ポライト
ネス · ストラテジー」を必要とする。主要なストラテジーをあげると次の 5 つある。つ
まり、① FT の軽減行為を行わず、直接的な言語行動を取る。②ポジティブ · ポライト
ネス。③ネガティブ · ポライトネス。④ほのめかす。⑤ FTA を行わない。Wx 値が低け
れば低いほど①、②のような直接的 · 明示的ストラテジーが使用されやすく、逆に高け
れば高いほど③、④、⑤のような間接的 ·非明示的ストラテジーが選択されやいとされる。
































に置くこと ” によってその領域の侵犯を回避するネガティブ · ポライトネスの一形態で
ある。対象人物を遠くに置くとはその人物を“ソト”待遇することであり、定義上それは、
その人物を脱距離化的に “ ウチ ” 待遇することと相反関係にある。それゆえ、敬語使用
の裏面にある敬語の不使用が、対象人物を “ 遠くに置かないこと ” によって領域の共有
を表現するポジティブ · ポライトネスのストラテジーとなりうる。日本語の「敬語」と





















































































































De 値 － 1 －α 0 ＋α ＋ 1
見積もりの差
（De值）の範囲
－ 1 ≦ De ＜ 0 －α 0 －α≦ De ≦ 0 ＋α 0 ＋α＜ De ≦＋ 1






出典：宇佐美  2003 『国語学』第 54 巻 3 号 :128
注記：見積もり差（De 値）：De = Se － He
Se：話し手側から見た「話し手の行為の face 侵害度」の見積もり　　
　　仮に 0 ～ 1 の間の数値で示すものとする。
He：聞き手の側から見た「話し手の行為の行為の face 侵害度」の見積もり
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